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　　　　　　変厚鋼板の材料特性 と柱梁接合部試験体に つ い て

変厚鋼板 を梁 フラ ン ジに用い た増厚梁端接合部の 塑性変形能力 その 1

柱梁接合部　塑性変形能力　実大実験

変丿享鋼板　　　溶接i　　　　　　　石皮壊†生状

1 ．はじめに

　鋼構造 ラ
ー

メ ン に お け る柱 梁接合部の 早期破断を防 ぐ

た め様 々 な研 究 が行 わ れ
，
工 場溶接形 式 で は ノ ン ス カ ラ ッ

プ 工 法 が 高い 変形能力を示 す こ とが 明 らか に され て い る ．

し か し ， 現 場 溶 接形 式 は ス カ ラ ッ プ エ 法 と し なければな

らず，ス カ ラ ッ プ 底 を 起点 に 早 期 に 亀裂 が 発 生 して 破 断

に 至 る 卩∫能性 が 残 る．こ れ ま で に梁 端 部 に 作用する応力

を減少 させ，塑性変形性能を向上 させ る ハ ン チ 形 式
「）
や

RBS 形 式
2〕

が 提 案 され て い る．しか し，ハ ン チ 形 式 は ハ

ン チ部分が 適切 に 溶接 されなか っ た 場合．溶接部か ら破

断 が 発生 す る 可 能性 が あ る こ と が 報告
1｝

され て い る．ま

た， 1 枚 の 鋼板 か ら切 り出す の は 効率的 で な く，工 揚 内

の 作 業 性 に もイ・利 で あ る．

　本研究 で は ，可 変 ロ
ー

ル 圧 延 機 に よ り製 造 され ，
1 枚

の 鋼 板 で 厚 み を 変化 させ た鋼 材 を梁 フ ラ ン ジ に 用 い て ，

ハ ン チ形 式 と 同様 に 塑性変形能力を向上 させ る接合法 を

試作 し，柱梁接合部試験 体 を用 い て そ の 性 能 を評 価 した．

こ の 接合法 は 柱幅 や 納 ま り上 の 梁幅 制 限 に 関 わ らず任意

の 接合部耐 力 を確保 で き る とい う設計 上 の 利点 が ある．

そ の 1 で 変厚鋼板 の 材料特性 と変厚鋼板 を梁 フ ラ ン ジ に

用 い た柱梁接合部試験体 に つ い て 述べ
， そ の 2 で 載荷実

験 の 結果 を示 す．

　　　　　　　 表 1　 鋼材 の 機械 的 性 質

：
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2 ．変厚鋼板の 材料特性

　本研究で 用 い た 変厚 鋼板 の 引張 試 験，シ ャ ル ピー
衝撃

試 験 及 び ビ ッ カース 硬さ試験を行 っ た．

2．1　鋼材の 引張試験

　SN490B 材の ビ レ ッ トか ら製造 した板厚 を 4emm −19mm

に 変 化 させ た 図 1の 鋼板 を 対象 に ，板厚 が 40mm の 部

分，19mm の 部分及び変厚部か ら引張試験片を 2 体ず っ

採取 し た，表 1 に 引張試験結果 を示 し，化学成分 （ミル

シ
ー

ト値 ）を表 2 に示 す，変 厚鋼板 は い ず れ の 位 置で も

SN490B 材 の 規格 を満 た して い た．

2．2　シ ャ ル ピー
衝撃試験

　 図 1の 鋼板 か ら JIS　Z22024 号 試 験 片 を採 取 し，シ ャ ル

ピ
ー

衝撃試験 を行 っ た．図 2 に遷 移 曲線を示 す ．すべ て

の 部 分で 0℃ で の 吸収エ ネル ギー
は 27Jを超えて い た ．

2．3　 ビ ッ カ
ー

ス 硬 さ試 験

　図 ユの 鋼 板 の 長 辺 方 向 に 変 厚部 を 中央 に 含 む 長 さ

500mm の 範 囲 で、板 厚 中心 線 上 に 10mm ピ ッ チ で ビ ソ カ
ー

ス 硬 さ を 測定 し た．そ の 結果，Hv ・・158−・175 の 間 とな り，

変厚部とそ れ以 外 の 部分 で有意な差 は なか っ た．

2．4　変断 面 鋼板 の 引 張 試 験

　図 1 の 鋼板か ら切 り出 した 図 3 に示す異厚試験片 （DA ）

と，板厚 19mm で 40〜85mm に幅 を 変化 させ た pa　4 に示 す

異幅試験片 （DW ）の 引 張 試験 を行 っ た．両 者 は 同
一

の ビ

　　　　　　　　表 2 化学成分 （％）

部材
CISi 　 Mn 　 P　 S　 VNi 　 Cr　 MoC ，

× 10D 　　　 　 × 100 
　 　 　 ←

XlOO × Ioo

変 厚鋼 板 17　 24　 127
．
18　 4　 557 　 　12　 443

2EO哩収 エ ネル ギ
←

（1）

　 　 　 　 2200−一

図 1　 変 厚 鋼板 単 位 ； mm
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レ ッ トか ら圧 延 し て 製造 されたもの で 変断面 の 比 率 も 同

一
と なっ て い る、図 の s1〜s9 は歪 ゲ

ー
ジ の 貼 付 位置 を示 す，

　各歪 測定点 の 応 カ ー歪 関 係 を 図 5 に 示 す．異厚試験片

は 板 厚 に よ り降伏 点 に 違 い が あ る が ，異 幅試験 片 は ほ ぼ

一定 で あ る、各 歪 測定点 の 降伏 点 を 図 6 に 示 す ．降伏 し

た範 囲 は ， 異 厚 試 験 片 は s6 の 位置ま で，異幅試験片 は s5

の 位置 ま で で 両者 は 異 な っ て い た ，これ は，表 1 に 示 す

よ うに板厚 が 増加す る と降伏 点 が減少す る 傾向に 対応 し

て お り，降伏 した 範囲に 違 い が生 じ る主要 因 で あ る と考

え られ る，次 に 変 断 面 材 の 全 断 面 の 降伏耐力 を み る と，

図 7 に 示 す よ うに 異厚試 験片 は 降伏点が 一
定 で は な い の

で 板厚 が厚 い 部分 で 異幅試験片 よ り耐 力 が や や 低 い 傾 向

が ある が，そ の 差 はせ い ぜ い 4％ で あ り有 意 な 差 で は ない ．

3 ．柱 梁 接合 部試 験 体

　柱 梁 接 合部 の 実大 T 字形試験体 3 体 を製 作 した．梁端

の 形状 は，（】）等断 面試 験 体 （SC ），（2）梁端 の フ ラ ン ジ 幅

を 広 げ た 拡 幅 試 験 体 （WC ），（3）梁端 の フ ラ ン ジ を 増 厚 し

　 　 　 　 　 　 t −一一一一一一一60（−

　 　 　 　 　 　 t
−− 2eo− 4eo＿
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図 3　異厚試験片形状 （単位 lmm）　　8

た増厚試 験体 （TT）の 3 種で ある．　WC ，TT の 変断面 部 は梁

の 曲 げ モ
ー

メ ン トが 最大曲げ耐 力 に 達 した と き，梁端溶

接部が全塑性 に 至 ら な い よ うに 設計 し た．い ずれ も通 し

ダイ ヤ フ ラ ム 形式 の ス カ ラ ッ プ 工 法 に よ る 工 場溶接 と し

た （図 8）．試験体 に用 い た鋼 材 の 機 械 的 性 質 を表 3 に 示 す．

4 ，ま と め

　変厚鋼板 の 材料特性を調 べ
， 梁フ ラ ン ジ に変厚鋼板を

用 い た 柱梁 接 合 部試 験体 を製作 し た，

1）鋼材は SN490B の 規格を満足 す る こ とを確 認 し た．

2）変厚 鋼 板 は 板厚 に よ り降伏点が 変化す る が ，断面 の 降

伏 耐 力 で 見れ ば そ の 影響は 小 さい ．

3）増厚及 び 拡幅 に よ る柱 梁接 合 部 試 験 体 を設計 し た．

　参考文 献 と柱 梁接合部の 実験結果 は そ の 2 に 示 す．
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　　　図 4　異幅試 験 片形 状 （単位 ： mlu ）
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　図 6　降伏 点 の 変化
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図 7　降伏 耐 力 の 変化
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図 8　試 験 体 形 状 （単位 ： mm ）

表 3　鋼材の 機械的性質

試験 体 部材
…鵜

　 σ
，尸

　　 レ
（Mnm づ

　 σ H
斜 ！  め

破断伸び

　（％ ）

Y．R ．
（％ ）

WC ，SC 梁フ ラ ン ジ 　　 1638 【 52526 ．672 ，6
梁フ ラ ン ジ

「
29　　　　　r 38353626 ．971 ．5

TT 梁 フ ラ ン ジ　 　 164h54125 ．276 ．0
梁フ ラ ン ジ ・変厚部 42257135 、473 ．9
梁ウ ェ ブ　 1　 93645 斗624 ，266 ．7

共通 柱 　　 ．】9379 ＊ 零 42228 ，789 ．8
ダイ ア フ ラム 33633650032 ．567 、2

継 02 ％ オ フ セ ッ ト耐力

＊ 変 厚部 は 10 号，それ 以外 は IA 号 とし，2 試験片の 平均値 を示 す．
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